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2023 年 6 月 30 日  

 

暮らし向きや消費に関する調査について 

 

株式会社  鹿  児  島  銀  行 

株式会社  九 州 経 済 研 究 所 

 

[調 査 の 概 要 ]  

調 査 目 的  

 

 

 調 査 時 期  

調 査 方 法 注  

 

回 答 数  

回 答 者 属 性  

 

県 民 の 暮 ら し 向 き や 収 入 、 支 出 動 向 を 調 査 し 、 消 費 の 現 状 を 把 握 す る

と と も に 、今 後 の 消 費 が ど の よ う に 変 化 し て い く か 見 通 し を 示 し 、卸 ・

小 売 事 業 者 な ど の 事 業 活 動 に 利 用 し て も ら う こ と を 目 的 と す る 。  

202 3 年 6 月 上 旬  

南 日 本 新 聞 社 の 「 み な み パ ス 会 員 」 に よ る 「 み な み ア ン ケ ー ト 」 （ イ

ン タ ー ネ ッ ト 調 査 ） に て 実 施  

有 効 回 答 数  600 人  

【 性 別 】  男 性  41.0％  女 性  58.7％  不 明  0.3％   

【 年 齢 別 】10 代  0.3％  20 代  3.5％  3 0 代  16.7％  40 代  20.7％   

50 代  29.2％  60 代  23.8％  70 代 以 上  5.8％  

【 地 域 別 】 鹿 児 島 地 区 45.5％  南 薩 地 区  10.2％  北 薩 地 区  10.7％  

     姶 良 ・ 伊 佐 地 区  1 9.8％  大 隅 地 区  10.5％   

熊 毛 ・ 大 島 地 区  3.3％  

用  語  Ｄ ． Ｉ ． ＝ 「 良 い （ 良 く な る ）」 － 「 悪 い （ 悪 く な る ）」、「 増 え た （ 増 え る ）」 － 「 減 っ た （ 減

る ）」、 い ず れ も 回 答 割 合  

 

 

 

                                                   
注  2 0 2 1 年 調 査 までは鹿 児 島 銀 行 の県 内 本 支 店 窓 口 来 店 者 を対 象 に聞 き取 り調 査 を実 施 。前 回 調 査

（ 2 0 2 2 年 ）から南 日 本 新 聞 社 の「みなみパス会 員 」による「みなみアンケート」で実 施 。  
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【調査結果のポイン ト】  

⚫  現在の暮らし向きに ついては「普通 」が 49.7％と最も多く、次 に「悪い」（ 37.2％）、

「良い」（ 13.2％ ）の順となり、 D.I.は▲ 24.0 となった。 一方、今後の暮らし

向 き に つ い て は 、「 悪 く な る 」 が 44.8％ で 最 多 と な り 、 以 下 「 変 わ ら な い 」

（ 42.3％）、「良くな る」（ 12.8％）の順で、 D.I.は▲ 32.0 だった。  

 

⚫  将 来 の 不 安 要 素 に つ い て は 、「 物 価 上 昇 」 が 64.3％ と 最 も 高 く 、「 収 入 面 」

（ 64.2％）、「税金・ 社会保障 の負担増」（ 58.2％）が続いた 。  

 

⚫  1 年前と比較した収 入については、「変 わらない 」が 42.7％と最も多く、次に

「減った」（ 35.3％）、「増えた」（ 22.0％）の順となり、D.I.は▲ 13.3 となった。

一方、 1 年前と比較した支出については 、「増えた」が 72.0％と最も多く、次

に「変わらない 」（ 18.3％）、「減った 」（ 9.7％）の順となり、 D.I.は 62.3 とな

った。   

 

 

（ 1）現在の暮らし向き  

 現在の暮らし向きについては「普通 」が 49.7％と最も多 く、次に「悪い 」（「 悪い」

と「どちらかという と 悪い」の合計） 37.2％、「良い 」（「良 い 」と「どちらかと いう

と良い」の合計） 13.2％の順となった（ 図表 1）。その結果 D.I.は▲ 24.0 となり、

前回調査（ 2022 年 6 月）から 7.2 ポイント悪化した。  

D.I.を男女別にみる と女性より男性のほ うが低く、 年代別に みると 40 代以上で

大幅なマイナスとな った （図表 2）。  

 

（ 2）今後の暮らし向き  

 今後の暮らし向きについては 「悪くな る」（「悪 くなる」と 「やや悪くなる」 の 合

計）が 44.8％と最も 多く、次いで 、「 変 わらない」42.3％、「良くなる」（「良く なる」

と「やや良くなる」の合計）12.8％の順 とな った（図表 3）。D.I.は▲ 32.0 と前 回調

査から 5.6 ポイント悪化した 。D.I.を年代別にみると、10 代を除く全ての年代で マ

イナスとなっており 、年代が上がるほど 先行きに対しての見 方が厳しくなってい る

（図表 4）。  

 

（ 3）将来の不安要素  

 将来の不安要素に ついては 、前回調査 同様「物価上昇」が 64.3％と最も多く、以

下、「収入面 」（ 64.2％）、「税 金・社会保 障の負担増 」（ 58.2％）、「医 療・介護費 の負

担増」（ 57.7％）、「 年金問題 」（ 56.3％）の順となっている（図表 5-1）。前回調 査と
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比較して「収入面」 が 12.2 ポイント、「 税金・社会保障の負 担増」が 6.2 ポイント

上昇した（図表 5-2）。年代 別では 40 代、 70 代以上で「物 価上昇」、 20 代、 30 代、

50 代で「収入面」、 60 代で「 医 療 ・ 介 護 費 の 負 担 増 」 が 最 多 と な っ た （ 図 表 5-1）。 

 

（ 4）収入  

 1 年前と比較した収入は「変わらない 」が 42.7％と最も多く、次いで「 減っ た 」

（「減った」と「や や減った」の合計） 35.3％、「増えた 」（「増えた」と「やや 増え

た」の合計）22.0％の順となった（図表 6）。D.I.は▲ 13.3 と前回調査から 6.9 ポイ

ント上昇し、マイナ ス幅が縮小した。  

 また、今後の収入の増減については「 変わらない」が 49.3％と最も多く、次い で

「減る」（「減 る」と「やや減る」の合計 ） 35.5％、「増える 」（「増える」と「や や増

える」の合計） 15.2％とな り、 D.I.は▲ 20.3 となった（図 表 8）。  

県内でも賃上げを実 施する企業 が増えて おり、 年代別の D.I.をみると 20 代、 30

代 は 「 1 年 前 と 比 較 し た 収 入 」「 今 後 の 収 入 」 い ず れ も プ ラ ス と な っ た 一 方 で 、 50

代以上ではマイナス 幅が大きく、 収入に 対する不安が大きい ことがうかがえる（ 図

表 7、 9）。  

 

（ 5）支出  

 1 年前と比較した支出は「増えた 」（「 増えた」と「やや増 えた」の合計 ）が 72.0％

と最も多く、次いで 「 変わらない」 18.3％、「減った 」（「減 った」と「やや減っ た」

の合計） 9.7％が続いた（図表 10）。 D.I.は 62.3 と前回調査 から 16.7 ポイント上昇

した。食料品や日用 品など さまざまな商 品 やサービス価格の 値上げにより、支出 が

増加していることが うかがえる 。年代別 にみ ても 10 代を除く全ての年代 で大幅 なプ

ラスとなっている（ 図表 11）。  

また、今後の支出の増減についても「増 える」（「増 える」と 「やや増える」の合

計）が 71.7％と最も多く、次いで 「変 わらない」 20.0％、「減る」（「減る」と 「や

や減る」の合計） 8.3％の順となった（図表 12）。 D.I.は 63.4 となり、各種商 品・

サービス価格の値上 げの波が収まらない 中、 家計は今後さら なる支出増加 を懸念 し

ている。年代別にみ ても 10 代を除く全 ての年代 で大幅なプ ラス となった（図表 13）。  
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5 月に新型コロナウイルス感染症の感染 症法上の位置付け が 5 類へと移行し 、コ

ロナ後の社会経済活 動の正常化に向けた 動きが加速している 。そうした中、 県内 で

は賃上げを実施する 企業が増えてきてい るも のの、身近な商 品・サービス価格の 上

昇幅が賃金の上昇幅 を大きく上回ること で、暮らし向きが 悪 化し 消費マインド改 善

にも影を落としてい る。また先行きにつ いても、物価上昇が 続く中で、収入面に 不

安を感じる人が増え ていることに加え、 政府の少子化対策、 防衛費増額の財源と し

て各種税金、社会保 障関連負担増が議論 される見込みで、 将 来への 不安をぬぐえ な

いでいる。  

県 内景 況 は コロ ナ か ら 持ち 直 し の動 き が 続 いて い る が、 先 行 き に明 る い 見通 し が

持てない中では、そ うした状況に水を差 しかねない。経済回 復を確実にし、持続 性

のあるものにするた めにも 、将来不安軽 減に向けた施策が 求 められている 。  

 

以上  

    【本件に関 するお問い合わせ】   ㈱九州経済研究 所 （℡  099-225-7491） 
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図表1　現在の暮らし向き （単位：％）

良い 5.9 4.8 4.2
どちらかというと良い 9.4 10.7 9.0

普通 70.6 52.3 49.7
どちらかというと悪い 13.1 27.2 29.2

悪い 1.0 5.1 8.0
Ｄ．Ⅰ． 1.2 ▲ 16.8 ▲ 24.0

現在の暮らし向きD.I.の推移
上記をグラフ化

注）16年までは年2回調査実施、17年以降は年1回調査に変更。図表13まで同じ

全体 1.2 ▲ 16.8 ▲ 24.0

男性 4.1 ▲ 19.8 ▲ 28.0
女性 ▲ 0.7 ▲ 14.1 ▲ 20.8

10代 22.2 - 50.0
20代 17.9 33.4 4.7
30代 1.5 6.8 1.0
40代 ▲ 1.3 ▲ 17.1 ▲ 33.9
50代 ▲ 10.4 ▲ 19.7 ▲ 33.7
60代 1.1 ▲ 20.0 ▲ 23.8

70代以上 ▲ 4.0 ▲ 31.5 ▲ 34.2

図表2　現在の暮らし向きＤ．Ⅰ．（男女別・年代別）

年代 21年5月 22年6月 今回

項目 21年5月 22年6月 今回

0.1 0.9

8.6

1.2

▲ 5.3

▲ 3.9

▲3.7

▲ 4.8

▲ 5.6

▲ 4.1

3.3
6.4 6.9

▲ 10.0

1.2

▲ 16.8

▲24.0
▲ 30

▲ 20

▲ 10

0

10

4月 10月 4月 10月 4月 10月 4月 10月 4月 10月 4月 5月 5月 6月 5月 6月 6月

2012年 13年 14年 15年 16年 17年18年19年20年21年22年23年

5.9

4.8

4.2

9.4

10.7

9.0

70.6

52.3

49.7

13.1

27.2

29.2

1.0

5.1

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

21年5月

22年6月

今回

良い どちらかというと良い 普通 どちらかというと悪い 悪い

13.2

37.2

 

 

図表3　今後の暮らし向き （単位：％）

良くなる 2.1 4.8 4.8

やや良くなる 6.4 12.4 8.0
変わらない 65.8 39.3 42.3

やや悪くなる 23.0 34.4 34.3
悪くなる 2.7 9.2 10.5
Ｄ．Ⅰ． ▲ 17.2 ▲ 26.4 ▲ 32.0

上記をグラフ化 今後の暮らし向きD.I.の推移

図表4　今後の暮らし向きD.I.（年代別）

全体 ▲ 17.2 ▲ 26.4 ▲ 32.0

10代 22.2 - 0.0
20代 ▲ 0.7 40.1 ▲ 9.5
30代 ▲ 10.4 ▲ 5.1 ▲ 11.0
40代 ▲ 22.9 ▲ 17.2 ▲ 30.7
50代 ▲ 29.6 ▲ 28.0 ▲ 36.7
60代 ▲ 15.5 ▲ 38.9 ▲ 42.7

70代以上 ▲ 29.1 ▲ 46.2 ▲ 45.6

項目 21年5月 22年6月 今回

年代 21年5月 22年6月 今回

▲ 29.9

▲ 30.0

▲ 0.6

▲ 23.6

▲ 24.4

▲ 26.3

▲ 16.5

▲ 21.7

▲ 33.3

▲ 26.7

▲ 18.0
▲ 16.0

▲ 21.2

▲ 38.4

▲ 17.2

▲ 26.4

▲32.0

▲ 50

▲ 40

▲ 30

▲ 20

▲ 10

0

4月 10月 4月 10月 4月 10月 4月 10月 4月 10月 4月 5月 5月 6月 5月 6月 6月

2012年 13年 14年 15年 16年 17年18年19年20年21年22年23年

2.1

4.8

4.8

6.4

12.4

8.0

65.8

39.3

42.3

23.0

34.4

34.3

2.7

9.2

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

21年5月

22年6月

今回

良くなる やや良くなる 変わらない やや悪くなる 悪くなる

12.8

44.8

 

注 ） 図 表 に よ っ て は 四 捨 五 入 の 関 係 上 、 合 計 が 1 0 0 に な ら な い 場 合 が あ る 。  

資料  
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図表5-1　将来の不安要素

注）複数回答、数値は全体
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図表5-2　不安要素の推移

  注）「雇用不安」は2020年調査から追加
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図表6　収入（1年前比） （単位：％） 収入D.I.の推移

増えた 3.6 3.2 5.3

やや増えた 12.7 13.1 16.7
変わらない 64.7 47.2 42.7
やや減った 13.6 21.7 24.0

減った 5.4 14.8 11.3
Ｄ．Ｉ． ▲ 2.7 ▲ 20.2 ▲ 13.3

図表7　収入Ｄ．Ⅰ．（年代別）

全体 ▲ 2.7 ▲ 20.2 ▲ 13.3

10代 55.5 - ▲ 100.0
20代 18.6 46.6 28.6
30代 0.0 ▲ 5.1 8.0
40代 2.4 ▲ 6.1 0.1
50代 ▲ 17.9 ▲ 14.2 ▲ 14.9
60代 ▲ 15.4 ▲ 47.1 ▲ 33.6

70代以上 ▲ 24.5 ▲ 33.3 ▲ 51.4

図表8　今後の収入　　　（％）（単位：％） 図表9　今後の収入Ｄ．Ｉ．（年代別）
項目 今回 年代 今回

増える 3.5 全体 ▲ 20.3

やや増える 11.7 10代 ▲ 100.0
変わらない 49.3 20代 14.2
やや減る 23.2 30代 4.0

減る 12.3 40代 ▲ 2.5
Ｄ．Ｉ． ▲ 20.3 50代 ▲ 25.2

60代 ▲ 42.0
70代以上 ▲ 57.1

図表10　支出（1年前比） （単位：％） 支出D.I.の推移

増えた 6.7 20.7 36.2

やや増えた 31.6 36.9 35.8
変わらない 48.5 30.4 18.3
やや減った 11.2 8.6 6.5

減った 2.0 3.4 3.2
Ｄ．Ｉ． 25.1 45.6 62.3

図表11　支出Ｄ．Ⅰ．（年代別）

全体 25.1 45.6 62.3

10代 ▲ 33.3 - 0.0
20代 26.0 59.9 57.1
30代 36.1 57.6 72.0
40代 44.3 51.5 75.0
50代 20.7 43.9 53.7
60代 ▲ 2.3 34.5 54.6

70代以上 2.0 55.5 71.4

図表12　今後の支出　　　（％）（単位：％） 図表13　今後の支出Ｄ．Ｉ．（年代別）
項目 今回 年代 今回

増える 36.2 全体 63.4

やや増える 35.5 10代 0.0
変わらない 20.0 20代 57.1
やや減る 5.8 30代 76.0

減る 2.5 40代 80.7
Ｄ．Ｉ． 63.4 50代 51.4

60代 56.0
70代以上 62.9
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